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緒言 

製鉄用耐火物の溶損過程に影響を及ぼす因子を理解することは、製鉄工程を効率化する上で非

常に重要である。本研究ではニューラルネットワーク解析によって溶損因子と溶損寸法の関係を

モデル化し、影響度解析を行うことで製鉄用耐火物である MgO-C れんがの溶損に影響を及ぼす因

子の解析を行った。モデル化に使用したデータには、過去に公表された論文の溶損実験データセ

ットを用いた。 

計算方法 

 入力層には MgO-C れんがの化学組成、物性値、使用したスラグ組成のデータを使用し、出力層

には溶損寸法を使用してネットワークモデルを構築した。その後、影響度解析から入力因子の選

択と最適化を行って再度モデル化を行い、最終的なネットワークとした。 

このネットワークの影響度解析を行うことで、MgO-C 耐火れんがの溶損因子解析を行った。 

結果 

 最終的なニューラルネットワークの影響度を表 1 に示す。このデータセットのモデルの影響度

からは、スラグの CaO/SiO2 比、CaO 組成、れんがに使用した MgO クリンカーの種類が溶損を小さ 

表 1 最適化後の入力因子と影響度 

入力因子 影響度 

スラグの CaO/SiO2 -0.286 

スラグの CaO -0.149 

スラグの SiO2 0.025 

スラグの Al2O3 0.177 

スラグの CaF2 0.107 

れんがの見掛け密度 -0.011 

れんがの見掛け気孔率 0.049 

れんがの圧縮強さ 0.04 

れんがに使用したMgOの種類 -0.2 

れんがの MgO 組成 0.021 

れんがの C組成 0.09 

C 純度 -0.033 

 

 

くする向きに大きく影響し、スラグの Al2O3 

組成、CaF2組成、が溶損を増加させる向き

に大きく影響するという結果が得られた。

また、スラグの SiO2 組成、れんがの見掛け

気孔率、れんがの圧縮強さ、MgO-C れん

がのMgO組成とC 組成が多くなると溶損は

僅かに増加し、れんがの見掛け密度、C 純

度が大きくなると、溶損は僅かに減少す

る。このデータセットから得られた影響度

からは、原論文中でされている指摘とよく

一致した結果が得られた。さらに、この実

験条件においては、スラグ中の CaO 量も溶

損に大きく影響するという新たな知見が

得られた。 
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